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令和８年度 第１回 山都町国民健康保険運営協議会議事録 

 
１ 日 時  令和８年８月２１日（金） １８：００～１９：２５ 
 
２ 場 所  山都町役場本庁 ２－１会議室 
 
３ 出席者 （委員） 

区分 氏名 出欠 
公益代表 西田 由未子 ○ 

増田 公憲 ○ 
中村 五彦 ○ 

飯開 政俊 ○ 

被保険者代表 竹本 有紀  
山本 剛生 ○ 
坂本 昭則 ○ 
片山 勝次  

保険医又は保険薬剤師代表 坂本 香寿 ○ 
山下 太郎 ○ 
堂上 哲矢 ○ 
坂梨 光 ○ 

 
      （保険者側・事務局） 
       町長 坂本 靖也 
       町 民 課 課長 玉目 知穂 
       健康福祉課 課長 長崎 早智 
       健康福祉課 健康づくり係 係長 飯法師 直美 
       町 民 課 国 保 年 金 係 係長 渡橋 佐織 
       清 和 支 所 住 民 福 祉 係 係長 春木 優一  他４名 
 
      （傍聴者） 
       なし 
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４ 質疑要旨 
審 議 
① 令和 7 年度山都町国民健康保険特別会計決算（見込み）について 
委員 広報山都に毎月の医療費につい

て掲載されているが、１月の医療

費が高かった原因は何か。 

事務局 医療費の増加に該当するかどうかは分

からないが、脳の血管疾患が今年度に

入り増加している。医療費増加の一因

と考える。 
 

② 熊本県からの報告 
委員 令和１２年度の保険料水準統一

により山都町の特別会計はどう

なるのか、基金についても町の方

針をきちんと決め、臨んでいただ

きたい。 
 

事務局 
 

基金については、今後検討していく。 

委員 保険料が統一されれば、保険料負

担が軽くなることを期待する。山

都町の現状の保険料が安いとは

感じないため。統一前には議会、

町民への丁寧な説明をお願いす

る。 
 

  

③ 国保制度に関する最近の動向について 

委員 マイナ保険証を利用していない

人が２割いるのか。 
 

事務局 お見込みのとおり。 

④ 保健事業について 

委員 糖尿病、高血圧は、基本的に口腔

の健康と深く結びついている。４

０、５０代への定期受診する人が

少ないため、アプローチが必要だ

が難しい。現在、子どもたちの歯

科保健指導時に親世代にアプロ

事務局 働き盛りの方へのアプローチが大事で

あるが、難しい。 
透析の方は、もともと社会保険だった

方が、腎機能が低下し、退職して国保

になった途端、透析をされる方、また、

透析が必要となり、退職を余儀なくさ
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ーチをしている。今後、その結果

がどのような形で現れるかが今

後の課題である。 
また、医療費及び材料費の単価が

上がっているので、軽度のうちに

治療するように町民へアプロー

チをしていくのが大事である。 
 

れて国保に移る方が多い。国保以外の

方はデータが手元にないため、保健指

導ができない。保険が違うと連携が難

しく、保健所が主催する職域連携会議

を活用し、他保険者と連携をした取組

ができていくとよいと考えている。 

委員 5 番の表の新規透析導入者数の

令和 7 年度が０人と書いてあり

ますが、これは、国保の方で新規

がいなかったということか。 
また、入院医療費に占める割合で

腎不全の医療費割合が急激に増

えているように見えるが、これに

関して何かあるか。 
  

事務局 お見込みのとおり。国保の被保険者と

なった時点で透析をされるようになっ

た方をカウントします。 
入院医療費に占める割合になるので、

腎不全で透析をされている方が、他疾

患で入院した場合は、入院中の透析の

医療費はこちらにカウントされる。こ

こ数年、透析をされている方が心臓人

工バイパス手術を受けられたり、脳梗

塞を発症された方が、２、３名いたた

めその方々の影響があるのではないか

と推測される。 
 

 
 山都町国民健康保険運営協議会規則の規定により、ここに署名する。 
 
 
          議事録署名委員                    
 
 
          議事録署名委員                            


